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概要: 日本バーチャルリアリティ学会大会論文集はカメラレディ原稿から作成されます．タイトル・発
表者名・所属や本文のフォーマットについては，このサンプル原稿に記述されている内容に従ってくだ
さい．ここには明朝体 9pt，250文字程度で和文要旨を書いてください．
キーワード： 3～4個の和文キーワード

1. モチベーション
2. 先行研究
参考文献は [1, 2, 3]もしくは [4]といった形で書いてくだ

さい．

3. 理論
4. 実装
5. 実験・結果
6. 考察・展開
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